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第 7章　エピローグ─仕事の報酬は次の仕事 321

私が東京大学経済学部に助教授として着任して間もない頃のお話。「同僚」
になったばかりの大先輩の経済学者から，唐突に質問された。同じ現象に対
して，同じようなモデルを使っている場合でも，経営学者と経済学者ではま
ったくアプローチが違うように見える。一体どこが違うのだろうか，と。場
所は，たしかコピー室かどこかだった。以来，経済学部で経営学を教える人
間として，その質問は，いつも頭のどこかにひっかかっていた。
そんな「事件」があった翌年から，私が東京大学経済学部で「経営」の講

義を担当して，もう 20年にもなる。講義のテキストは基本的に『経営の再
生』（有斐閣）を使用してきた。その間，同書は増補・改訂を繰り返し，現在，
第 4版を準備中なのだが，それでも『経営の再生』にはストーリー的に入り
きらない経営学的トピックスがいくつもあり，それらは「経営」の講義では
独立単発ものとして取り上げてきた。そうした事情もあって，もう 10年近
くも前になろうか，有斐閣には別のテキストを執筆する約束をしてしまった。
とはいえ，忙しさに紛れて企画は棚上げ，店晒し状態。そうこうしている

うちに，2015年度から東京大学の学事暦が大きく変わることになり，それ
まで 4単位だった講義を 2単位×2に分割する必要に迫られた。私は思い切
って，これまで単発で取り上げてきたトピックスの中で，比較的，聴衆（学
生）の食いつきが良かったものを集めて，約束を果たすべく，2単位分の別
のテキストを作ることにした。それが本書を書き始めた直接のきっかけであ
る。
そんなきっかけだったので，最初は雑多なトピックスを，ただ淡々と原稿

にまとめ始めたわけだが，やがて私は，あることに気がついた。私は「経
営」の講義の中で，無意識のうちに，冒頭に挙げた大先輩の質問に答えよう
としてきたらしい。まさに『経営学で考える』とここが違いますよと。いつ
しか開講時期の決まった講義のテキストだということも忘れ，執筆に夢中に
なり，完成予定は無期限延期状態となってしまった。結局，またいつものよ
うに，妻・敦子にしわ寄せが行くことになり，迷惑をかけてしまい本当に申
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し訳なかったが，こうやって完成してみると，本書は，おそらく経営学者が
読んでも，かなり斬新な切り口の本になったのではないかと思う。ただ，全
体的にやや理屈っぽくなったので，最終章は社会人でも身近に感じてもらえ
るような応用編にしてみた。
質問されてから 20年。こんな答えでいかがでしょうか，石川経夫先生。

　　2015年 5月 11日

高橋 伸夫　
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米国トヨタ販売（Toyota Motor Sales, U.S.A.）　　
53

ペンシルベニア鉄道　　56

ヘンリー・フォード自動車会社　　83

ボストン・コンサルティング・グループ
（Boston Consulting Group）　→ BCG

ホンダ（本田技研工業）　　47, 50

　─の対米進出　　48, 49

■━ マ　行
三井銀行　　156

三井物産　　262

水戸信用金庫　　214

■━ ヤ・ラ行
八幡製鉄　　158, 159

リンカーン　　101, 102

事項索引（アルファベット，五十音順）
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M&A（合併・買収）　　36, 205, 208

MBA　　205

MFC　　65

MRI（magnetic resonance imaging）　　11

MRI事業部　　12

N型 (フォード )　　77

『OECD対日労働報告書』　　203

OJT（on-the-job training）　　174, 199

PDCAサイクル　　50

PPM（製品ポートフォリオ経営）　　37, 47, 60

RBV（資源ベース理論）　　4, 5, 19, 113

ROI（資本利益率）　　38

SGCP（Single Garbage Can Program）　　165

　BASIC版─　　165

　Excel版─　　165

Single Garbage Can Program　→ SGCP

S字曲線　　39, 54

TLO（technology licensing organization；技術
移転機関）　　8, 10

T型 (フォード )　　42, 54, 70, 72, 77, 81, 84, 

87, 94, 98

　─生産打ち切り　　97

　─専用工作機械　　95

　─の価格　　88

　「不変の─」のモデル・チェンジ　　95

T迷路実験　　234

VRIOフレームワーク　　22

Xカー　　102

X線　　11

X理論　　242, 244, 245

Y理論　　242, 245

　─が仮定する人間の特性　　242

■━ あ　行
アイアン・ケイジ（iron cage）　　104

アイデンティティ　　154

あいまい性下の意思決定　　159

青色 LED　　14, 24

青色 LED訴訟　　1, 3, 6, 29

　─地裁判決　　2

「勢いをつける」機能　　143

育種家　　115

移行パターン　　86

意思決定　　133, 141, 144, 156, 244

　─前提　　140

　─の質　　147

意思決定論　　151

1次の結果　　220

　─（成果）の誘意性　　218

移動式組立ライン　　90, 92

イニシアチブ（自発性，主導権）　　243

　現場の─　　244

イノベーション　　87

イノベーター　　87

　─のジレンマ　　83

インサイダー取引　　137

インセンティブ　　176

インダストリアル・エンジニアリング　→ IE

ウォークマン　　39, 57

運　用　　262

営業秘密　　31

衛生要因　　231

『エクセレント・カンパニー』　　206

エージェント・ベースド・モデル　　275

エネルギー加法性の仮定　　161

エレクトロニクス製品　　87

大型ショッピング・センター　　110

「大きな仕事」　　273

「お返し」プログラム　　184, 185

『オーガニゼーションズ』　　156

オットー・エンジン　　81, 82

オットー・サイクル特許　　81

オーバーロード状況　　169, 170

親会社　　197

　─の営業力　　109

親工場　　92

■━ か　行
解　　160, 161

解係数　　161

外国為替及び外国貿易管理法　　32

外国人労働者　　197

買い材料　　13

外資法　　32

会　社　　197

　─の方針と管理　　230

『会社成長の理論』　　292

会社らしさ　　155

回収期間法　　207

改　善　　68, 244, 245
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　─の継続　　75

階層原理　　242

階層統制的プログラム　　244

外　注　　93, 197

外的報酬　　217, 218, 220, 225, 246

　─の期待値　　224

回避コスト　　6

改良特許　　25

科学機器　　87

価格競争　　88

科学的管理法　　149, 235, 239, 243

課　業　　240

隠された投資　　292

学　習　　154

学習曲線　　40, 55, 61, 62, 63, 64, 65, 68, 73, 

75, 76

　対数線形型の─　　67, 70, 72

学習率　　63, 64

学　閥　　203

確　率　　218

隔離メカニズム　　22

寡　占　　20

仮想プレイヤー　　192

ガソリン・エンジン　　82, 84

割賦販売　　100

合併・買収　→ M&A

金のなる木　　44, 60

株式公開　→ IPO

株式市場　　13

株式配当　　33

家父長的関係　　199

殻（Gehäuse）　　105, 107, 112

　─の裏　　106

　─を必要としない選択肢　　116

カラー液晶（搭載）携帯電話　　23, 24

環境適応　　54

関係会社　　196

慣性力　　187

完全子会社　　32

監　督　　230

管　理　　245

　─の原則　　147

管理サイクル　　50

官僚制　　103

機械加工工程の進歩率　　66

機械集約型産業　　74

企　業　　197

　─の境界　　198

『企業文化』　　206

企業文化論　　155, 205, 206

企業別組合　　203, 204

希釈化　　18

技術移転　　31, 32

技術教育　　204

技術指導料　　32

技術者の解雇　　97

技術資料取引　　31

技術的代替案探索　　70, 72

希少価値のある資源／希少性　　22

期　待　　218

期待効用　　136

期待効用理論　　136, 218, 219

期待報酬　　233

期待理論　　217, 218, 233, 241

　─の検証　　221

　─の定式化　　219

キー・パーソン　　285

基本特許　　10, 11, 25

　─の専用実施権　　12

客観（的成果）指標　　148, 149

客観評価　　149

キャッシュ・フロー　　43

キャリア開発　　297

キャリア・デザイン　　297

吸収合併　　101

給　与　　230

協議による意思決定　　204

矯正状態　　182

強制的行動　　245

競争的同型化　　115

競争の事前（の）制限　　22, 24

競争の争点　　88

競争優位　　60, 107

　─をもたらす要因　　22

協　調　　178, 180, 190

　─・裏切りゲーム　　177

協調行動　　175, 182, 183, 193

共通経験に関する物語　　297

共通目的　　300

共同作業　　285
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協働システム　　299

共同出資　　32

共有された経験　　294

『虚妄の成果主義』　　260

均　衡　　136

金銭的報酬　　26, 217, 225, 226, 227, 228, 246

　─を職務遂行に連動させる報酬システム　　
229

　─を使わない動機づけ　　251

近代組織論　　134, 137, 138, 156, 157

　─的な意思決定モデル　　159

組立工程の進歩率　　66

組立分工場　　92

クレーム処理　　148

クロス・ライセンス（契約）　　10, 12, 16, 29, 

30, 111, 116

経営管理　　36

経営管理論　　147, 243

『経営行動』　　138, 141, 148, 150

経営資源配分優先順位　　47

経営者の役割　　115

経営責任　　267

経営戦略論　　4, 5, 19

経営民主化　　201

『経営労働政策委員会報告』　　261

計画立案システム　　51

経験曲線　　38, 40, 55, 62, 64, 81

経済成長の要因　　202

継続企業　→ゴーイング・コンサーン
継電器（リレー）組立作業実験　　236

軽量化　　85

結果の誘意性　　220

欠　勤　　232

決　定　　140, 141

決定ルール　　186

ゲホイゼ（Gehäuse）　　104

『ゲームの理論と経済行動』　　133

ゲームのルール　　134

ゲーム理論　　133, 134

原価企画　　77

研究開発　　46

　─の（失敗による）リスク　　14, 15

研究開発コスト　　6

研究開発チームのチーム・ワーク　　27

研究開発プロセス　　15

権　限　　273

現状打破　　132

現　場　　50, 76

コア硬直性　　107

コア能力　　106

ゴーイング・コンサーン（継続企業）　　209

工　員　　200

航空機産業　　63, 74

貢献意欲　　300

高原効果　　73

高原状態　　73

高コンテクスト・コミュニケーション　　296

公式組織　　300

　─の成立条件　　299─300

公式文書　　204

工場管理法　　239

合成的モチベーション　　223

構造的慣性　　107

硬直性　　107

工程イノベーション　　86, 87, 89, 98

行動による学習　　61

後方帰納法　　179, 182

効　用　　218, 219, 222

合理化のプロセス　　152

合理性　　154, 157

効率性　　94

合理的戦略　　51

合理的な意思決定　　152

合理的な人間　　217, 218

凍りついた状態　　101

子会社　　196

コスト　　171

コスト・ダウン　　76, 77

固定給部分　　200

ゴミ箱モデル　　156, 158, 160, 165

　─の定式化　　159

コミュニケーション　　300

　─の悪さ　　294

雇用契約　　15

　─における相当対価　　18

雇用システムの違い　　202

雇用保障　　202

コングロマリット　　36, 37, 60, 205

混合戦略　　136

コンセンサス（合意）　　202
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コントロール・ロス（統制上の損失）　　171

コンピュータ・シミュレーション　　160, 165

コンピュータ選手権　　184, 185

コンベアー　　90

コンベアー・システム　　89, 92

■━ さ　行
在庫スペース　　93

最適政策　　179

最適性の原理　　179

採用時の選考　　198

作業条件　　230, 236

作業能率　　236

査　定　　148

サーブリッグ（therblig）　　240

差別的出来高給制度　　240

「差をつけないと」症候群　　266

参加者　　160, 161

参加的プログラム　　244

参加の決定　　232

『産業ならびに一般の管理』　　243

産業の脱成熟化　　54

塹壕戦　　183

三種の神器　　203

酸素上吹き転炉（BOF）　　158

サンプリング　　137

時間請負　　200

時間給制度　　91

時間研究　　240

磁気共鳴現象　　11

事業化　　15

事業承継　　278

事業の再定義・細分化　　47

事業の戦略的位置づけ　　47

事業リスク　　24

事業領域　→ドメイン
資金需要　　40

資金流入　　43

資源の価値　　22

資源のユニークさ・異質性　　22, 23

資源ベース理論　→ RBV

自己アイデンティティ　　113

試　行　　137

自己概念　　113

自己決定度　　253, 258

　─と満足比率　　253, 255

自己決定理論（SDT）　　252

自己実現感　　244

事後的合理化／事後的合理性　　151, 153

仕　事　　230

　─と満足　　227

　─のあいまい性　　168

　─の充実感　　118

『仕事と人間性』　　231

『仕事とモチベーション』　　217, 224

「仕事の報酬は給料」型のシステム　　273, 

274

「仕事の報酬は次の仕事」型のシステム　　
258, 267, 273, 281, 284, 294

仕事を任せられる人　　294

市場シェア　　46, 57

市場成長率　　40, 57

市場の定義　　57

システム /360　　108

システム /370　　108

システム温　　119, 123, 126, 132

　高─　　127

自　製　　25

自然的怠業　　239, 241

自然淘汰　　115

下請け（企業）　　196, 197

実　験　　137

実験心理学　　234

実施許諾契約　　31

失敗回避動機　　223, 224

質問票調査　　117

自動車　　82

自動車産業　　54

自動車製造事業法　　53

自動車特許　　83

死の谷　　15

シボレー　　53, 95, 99

資本参加　　32

資本集約型産業　　208

資本主義社会　　106

資本利益率　→ ROI

社　員　　200

　─・工員間の賃金格差の消滅／身分制度撤
廃　　201

シャシー組立工程　　90, 92
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社内転職　　290

『ジャパニーズ・マネジメント』　　206

収益性指標　　207

従業員組合　　201

従業員発明家　　5, 15

自由時間　　226

終身コミットメント　　195, 196, 198, 200, 

207, 210, 211

終身雇用（制）　　200, 202, 203

　─の強み　　204

囚人のジレンマ（・ゲーム）　　175, 183, 192, 

195

　─に関する実験　　178

集積回路　　76

重大な意思決定　　143

集団安定（性）　　188

集団思考　　143

集中度と利益率　　20

柔軟性　　94, 97

周辺特許　　16, 25

重要業績指標　→ KPI

主観確率の理論　　136

手段性　　218, 220

純戦略　　134

春闘方式　　202

昇　格　　273

昇　給　　273

状況定義　　140

使用許諾契約　　31

上　司　　271

　─のあいまい性　　167

　─の信頼性・安定性の低さ　　170

常　識　　55

常識仮説　　276

昇　進　　230, 273, 276

昇進戦略　　276

商　標　　9

正味現在価値法　　207

照明度　　236

賞　与　　198

初期凹性　　68, 70

職業人（Berufsmensch）　　106

職種別・職位別の自己決定度と満足比率　　
256

職種別・職位別の見通し指数と満足比率　　

257

職　長　　199

職務遂行　　227

　─と金銭的報酬の間の連結　　229

　─と職務満足　　228

職務の誘意性　　241

職務発明　　3, 5, 15, 34

職務不満足　　230

職務満足　　212, 213, 230, 241, 244, 268, 290

　─と欠勤　　232

　─と生産性　　232

　─と生産性の関係　　224

　─と退出願望　　212

　─と離職確率　　232

職務満足要因と不満足要因の比較　　231

職　工　　200

尻ぬぐい的行動　　174

じり貧（状態）　　107, 108, 112

　─の回避　　132

進化的に安定な戦略　→ ESS

新規事業　　278

人件費　　265

　─削減　　283

信仰心　　106

人　材　　288

人　事　　275

人事異動　　170, 272

紳士的なプログラム　　190

新職務発明制度　　4

新製品　　102

進歩関数　　62, 63, 64, 65, 68, 78

進歩率　　63, 66, 70

信頼性　　107

垂直的統合・多角化　　36

スキルアップ　　281

スケール観　　76

ストック・オプション　　18

ストレス耐性　　174

ストレート・ライセンス　　9

スーパーカブ　　48

成果向上　　265

成果主義　　148, 260, 261, 263, 265, 275, 283

生活給　　201

生活費保障型賃金　　201

成果配分　　281, 283
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正規分布　　263, 265

製　鋼　　158

成功接近動機　　223

生産技術　　60

生産子会社　　197

生産コスト逓減　　67

生産システム　　94

　─の柔軟性／効率性トレードオフ関係　　
101

生産性　　78, 232

　─と欠勤率　　237

　─のジレンマ　　94, 100

生産性増大運動　　238

生産性手当　　241, 262

生産の決定　　232

生産の単位　　87

生産量拡大　　78

静止式組立方式　　90

正社員　　282

成熟期　　39

成熟産業　　60

製造業　　63

製造コスト　　78

生態学的シミュレーション　　185

成長期　　39

成長企業　　204

成長志向　　208

成長性　　130

正統的周辺参加（LPP）　　154

制度的同型化　　115

性　能　　88

製品イノベーション　　86, 87, 100

製品知識　　50

製品デザイン　　55, 81, 87, 98

　─以外の殻　　108

　─の化石化　　107

製品の取捨選択　　46

製品ポートフォリオ経営　→ PPM

製品ライフ・サイクル　　38, 54, 100

税　法　　32

『セオリー Z』　　205

責　任　　230

刹那主義型システム　　191

設備投資　　207

設備輸出　　33

説明責任　　107

ゼネラル・マネジャー　　51

セルデン特許　　83

ゼロ和状況　　193, 195

ゼロ和 3人ゲーム　　192

ゼロ和 2人ゲーム　　134, 137, 195

全社的 IE　　245

選　択　　140, 141

選択機会　　156, 160, 161, 162

選択と集中　　38

全面裏切りプログラム　　188

　─の集団安定性　　189

戦　略　　35, 54, 133, 134

戦略的事業単位（SBU）　　47

創業者のテイスト　　154, 293

創業者利益　　4, 5, 15, 17, 34

「早熟―じり貧」型プロジェクト　　208

相対市場シェア　　44

創発的戦略　　152

組　織　　22, 197, 298

　─に参加を続ける動機　　217

　─に参加を始める動機　　217

　─の（中の）意思決定過程／プロセス　　
145, 146, 157

　─の機能　　141, 143

　─の（中での）合理性　　144, 150, 156

　─の個体群生態学　　107

　─の同型化　→同型化
　─のネットワーク　　197

組織化　　300

　─された無政府状態　　157

　─のプロセス　　300

組織人　　120

組織設計問題　　179

組織づくり　　35

組織的活動　　27, 299

組織的怠業　　239

組織文化　　155, 206

『組織文化とリーダーシップ』　　155

組織文化論　　205

組織への参加　　216

組織力　　301

訴訟コスト　　6, 9
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■━ た　行
第一種事業者　　193

体　温　　120, 124, 126, 224

体感温度　　121, 126, 130

　─（改良版）とぬるま湯比率　　124, 125

体感温度仮説　　123, 125, 129, 130

体感温度測定尺度　　125

　─の改善　　123

怠　業　　239

退出願望（比率）　　210, 211, 213, 290

退出の決定　　232

対人関係　　230

対　数　　55

対数線形モデル　　63

代替技術　　16

第二種事業者　　193

タイプ A　　205

タイプ J　　205

タイプ Z　　205

滞留期間　　174

大量生産　　75

互いの行動を真似る傾向を表す相関係数　　
181

多角化　　37, 60

択一式問題の解決　　141

達　成　　230

達成感　　225

　─に対する承認　　230

脱成熟化　　54, 100

達成動機づけ　　226
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